
『英草紙』の素材選択から見る庭鐘の創作意識

一一『英草紙』と中国白話小説『醒世恒言』との関係から一一

ニン セイメ イ

任清梅

一．はじめに

『英草紙』は読本の鴨矢とされ、寛延二年 (1749）に出版され、五巻にわた

り、九篇の短篇小説を収めている。その中、既に周知のように、八篇は短編白

話小説集「三言」の作品を翻案したものである。従来、『英草紙Jの白話との

関係について、多くは「三言」というトータルな面から論じられていた。

しかし、この八篇は「三言」の各「言」を典拠としているのではなく、『聡

世明言』と『警世通言』の「二言」だけから典拠を取っており、第三「言」の

『醒世恒言』はまったく利用されていない。これはなぜであろう。この問題に

関しては、従来の研究ではほとんど触れていないのである。

実はこれは都賀庭鐘の創作意識と彼の 「三言」に対する認識と関わっている

重要な問題である。本発表はこの問題について検討するものである。

二．「三言Jと『英草紙』

「三言」は、明の愚夢龍が編著した短篇白話小説集『聡世明言』、『警世通言J、

『醒世恒言』のことである。その出版年次はそれぞれ『聡世明言』が天啓一年

(1621）～天啓四年 (1624）、『警世通言』が天啓四年 (1624）、『醒世恒言』が天

啓七年 (1627）で、ある？

『英草紙』は作者の都賀庭鐘の読本三部作『英草紙』（1749年刊）、『繁々野

話.］ (1766年干lj)、『秀句冊』（1786年刊）の第一部である。『英草紙Jについて、

日野龍夫氏は「人間への洞察に富んだ思想性、人物の性格や心理の的確な描写、

-123-



表 1

『英草紙』の各篇 典拠となる『轍世明言』 典拠となる 『警世通言』

の各巻 の各巻

第一篇 後醍醐の帝三たび藤房の諌 巻3王安石三難蘇学士
めを折く話

第二篇 馬場求馬妻を沈めて樋口が 巻27金玉奴棒打薄情郎
婿と成る話

第三篇 豊原兼秋音を聴きて国の盛 巻 l食伯牙搾琴謝知音
衰を知る話

第四篇 黒川源太主山に入ツて道を 巻2荘子休鼓盆成大道
得たる話

第五篇 紀任重陰司に至り滞獄を断 巻31問陰司司馬貌断獄
くる話

第六篇 三人の妓女趣を異にして各 巻 12「衆名妓春風弔柳
名を成す話 七」の一部

第七篇 楠弾正左衛門不戦して敵を 「三言」との関わりが見られない。

制する話

第八篇 白水翁が売卜直言奇を示す 巻 13三現身包龍図断菟
話

第九篇 高武蔵野牌を出だして媒を 巻9斐音公義返原配
なす話

重厚な文語の文体、繊密な時代考証等々、末期浮世草子とはまったく異なるす

ぐれた文学性を獲得するに至っており、この作品によって読本なる新しい小説

② 
の様式が切り開かれた。」 と高く評価している。

『英草紙』の各話と『聡世明言』『警世通言』の対応関係は表lのようである。

この表に見られるように、『英草紙Jは『聡世明言』と『警世通言Jからそ

れぞれ四篇を取り、『醒世恒言』は全く典拠としていないことが分かつた。

三．「三言jが日本に伝来した時期と『醒世恒言』の日本での流行

（ー）「三言jが日本に伝来した時期

「三言」はいつ日本に伝わってきたのであろう。

幕府の『御文庫目録Jによると、『聡世明言』は寛文八年 (1668）に入庫し、
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「聡世明言一名重刻増補古今小説二四巻明刊 六冊」とあり、『醒世恒言J

は承応二年 (1653）に入庫し、「醒世恒言四0巻明刊葉敬池十六冊」

のように記している？

また、大庭修氏の『舶載目録附解題』によると、『警世通言』は寛保三

(1743）年に亥十四番の船で日本にもたらされたという？

なお、中村幸彦氏の考察⑤によると、事保二十 (1736）年に亡くなった田中

大観の「大観随筆」には、「嘗観ニ小説名警世通言一、……」という記述が見

られ、このことから、『警世通言』は既に 1736年以前に日本に伝わったと推測

される。

以上「三言」の日本に伝来した時期について考察したが、『醒世恒言Jは

1653年、『聡世明言』は 1668年、『警世通言』は 1736年以前に、日本に伝わ

っていたのであり、全部『英草紙』の発表された 1749年より前であった。そ

の中、『醒世恒言Jが一番早く、『英草紙』の出版された百年ほど前であった。

（二）『醒世恒言Jの日本での流行

「三言」が日本に伝わると、すぐに多くの翻訳がなされるようになった。特

に『醒世恒言』の翻訳が盛んであった。

岡白駒が訳した『小説精言.］ (1743年）は、四巻からなっているが、四巻全

て『醒世恒言』の中の作品である。それはそれぞれ、巻33「十五貫劇言成巧

禍」、巻8「喬太守乱点鴛驚譜」、巻21「張淑児巧知脱楊生」、と巻9「陳多寿

生死夫妻Jである。

同じく岡白駒の『小説奇言.］ (1753年）は、五巻のうち二巻は、『醒世恒言J

の巻10「劉小官雌雄兄弟」と巻7「銭秀才錯占鳳風隣」を訳したものである。

また、近世白話小説翻案集を見てみても、「三言」のうちでは、やはり『醒

世恒言』に訓訳を施すものが多く見られる。

岡白駒の弟子の西田維則と言われる賛世子が訳した『通俗赤縄奇縁』 (1766

年）は四巻四冊からなり、『醒世恒言』の巻3「売油翁独占花魁」を四章に分
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けて訳した作品である。

また、石川雅望が翻訳した 『通俗醒世恒言J(1789年）の四巻五冊は全て

『醒世恒言』から選んだものである。それはそれぞれ巻6「小水湾天狐詰書」、

巻28「呉街内隣船赴約」、巻34「一文銭小隙造奇菟」、巻 18「施潤沢灘閥遭

友」である。

なお、訳者不明の『通俗繍像親裁締史』 （1800年）は『醒世恒言』の巻3

「売油翁独占花魁」を訳している。

このように見てみると、『英草紙』の前にも、後にも、『醒世恒言Jが日本で

非常に流行っていたことが分かる。

四．都賀庭鐘が『醒世恒言Jを避けた理由

『醒世恒言Jがこれほど流行していたにも関わらず、都賀庭鐘がこれにまっ

たく触れていなかったのはなぜであろう。その理由は、二つあると考えられる。

一つは新しさの追求であり、もう一つは『醒世恒言』の内容が彼の気に入らな

かったことであると思われる。

（ー）新しさの追求

都賀庭鐘は 1743年に出版された『小説精言』を意識して、敢て岡白駒の使

っていた『醒世恒言』を避けていたのではないかと考えられる。『英草紙Jは、

今までの浮世草子と違って、新鮮な味わいを漂わせている。その新しさを貫徹

するため、素材の選択の面においても、彼がわざと流行していた『醒世恒言』

を避けたのも道理に適ったことであると思われる。

が、『醒世恒言』は40篇もあり、岡白駒によって取り上げられた作品の数は

それほど多くはなかった。なぜ都賀庭鐘は岡白駒が取り上げていなかった作品

にも関心を示さなかったのであろう。これは『醒世恒言』の内容と関係あると

思われる。以下「三言」の内容を検討し、『醒世恒言』と『聡世明言J『警世通

言』の違いを考えてみたい。
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（ニ）分類から見る『醒世恒言Jと『轍世明言』『警世通言Jの遣い

魯迅氏が『中国小説史略』において、呉牧自の話本の分類方法を挙げている？

呉自牧氏は、話本を四種類に分け、小説、説経、歴史の話、合声を演じる（座

に出された種を即興に詩や詞を作ること）との四つの分類をしている。これを

もっと詳しく分類すれば、小説には、煙粉、怪異、伝奇、公案、侠義、出世な

どの種類があり、説経には仏教、道教の二種類を説くものがあるという。

孫椅第氏は『中国通俗小説書目』の中で、小説をもっと詳しく分類している？

煙粉小説を人情、狂邪（花柳の巷での遊興）、才子佳人、英雄の男女、淫狼な

ど五つに分けている。表2は「三言」の各篇の内容を、呉自牧氏と孫梢第氏の

分類を参考にしながら、義のある話、淫欲、友情、才子佳人など20分類に分

け、「三言」の内容を分析したものである。

この表を分析してみると、以下のようなことが分かる。

1. 『聡世明言Jは各種類の話本をバランスをよく取っている。『警世通言』

になると、怪異的な話（妖怪と亡霊）が数多くなってきて、そのバラン

スが少し崩れ始めたが、それほどではない。

2. しかし、『醒世恒言』となると、「侠義」、「友情J、「出世J、「再会」、「怪

異」、「歴史Jなどの話は全く見られず、その代わりに「淫欲」の話（5

篇ある。が、『聡世明言』には 1篇、『警世通言』には2篇だけ）や、

「仙人になる」話（6篇ある。が、『除世明言』には3篇、『警世通言』

には2篇だけ）、「英雄の男女」⑧の話（6篇ある。が、『聡世明言』には

2篇、『警世通言Jには 1篇だけ）が数多く見られる。この三種類の話

は確実に前の「二言」より増えている。

また、各「言」の話の時代を見てみると、明の時代の話の数は『聡世明言』

には5話だけあり、『警世通言Jには 10話あり、『醒世恒言』には 15話⑨ある

ことが分かる。即ち、恵、夢龍が集めた宋元時代の話本は「三言」を編集するに
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表2

分類基準 日食世明言 警世通言 醒世恒言

義のある行動 （8篇） 3篇 （巻 l、6、9) 2篇 （巻 18、21) 3篇 （巻 l、17、35)

一途な女、薄情な男 1篇 （巻27) 2篇 （巻32、34)

(3篇）

薄情な女 (1篇） l篇（巻2)

一途な女性 （男が薄情 3篇 （巻9、14、19)

ではない）(3篇）

花柳での遊興（2篇） l篇 （巻 12) l篇 （巻3)

淫欲（8篇） l篇（巻3) 2篇 （巻33、38) 5篇 （巻 15、16、23、

24、39)

友情 （4篇） 3篇 （巻7、8、16) l篇（巻 1)

才子佳人 （8篇） l篇 （巻23) 4篇（巻23、24、26、3篇（巻7、28、32)

29) 

説教 1－仏教 （6篇） 4篇 （巻4、29、30、 l篇 （巻7) 1篇 （巻 12)

37) 

説教2一道教 3篇 （巻 13、14、33) 2篇（巻39、40) 6篇 （巻4、22、26、

（仙人になる話）(11篇） 37、38、40)

出世 （6篇） 4篇 （巻5、11、15、 2篇 （巻6、17)

21) 

再会 （5篇） 2篇 （巻 17、18) 3篇 （巻 11、12、

22) 

怪異 3篇 （巻 19、20、 9篇 （巻 19、27、28、

（亡霊、妖怪、妖術） 24) 36、8、10、14、16、

(12篇） 30) 

勧善懲悪 （12篇） 3篇（巻 34、22、 4篇 （巻3、5、20、 5篇 （巻2、5、6、

35) 25) 18、30)

伝奇 （6篇） 2篇 （巻25、32) 2篇 （巻4、9) 2篇 （巻25、31)

英雄の男女 （9篇）③ 2篇 （巻28、38) l篇 （巻31) 6篇 （巻 10、11、20、

21、29、36)

侠義（1篇） l篇 （巻36)

裁判 （12篇） 4篇 （巻2、10、26、 4篇 （巻 13、15、35、4篇 （巻 13、27、33、

31) 37) 34) 

歴史 （2篇） 2篇 （巻39、40)

従来の結婚への批判 l篇 （巻8)

(1篇）
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あたって、足りなかったのである。そこで、『醒世恒言』において、当時であ

る明代の話が前の「二言」より多く取り入れられた。「銭秀才錯占鳳風儒jの

ような「才子佳人」の話や、「陳多寿生死夫妻」のような一途な女性の話や、

「張廷秀逃生救父」「張淑児巧智脱楊生」のような「英雄男女」の話、「赫大卿

遺恨鴛驚織」「陸五漢硬留合色鮭」のような「淫欲」の話などがそれである。

もう一人の通俗白話小説の編著者である凌夢初が『拍案警奇・序』の中で、

「独龍子猶氏所輯『聡世』等諸言、頗存雅道、…而宋元旧種、亦被捜括殆尽0

・・・不知一二遺者、溝中之断、蕪略不足陳巳」⑩（「ただ龍子猶氏の編集した『聡

世Jなどの作品は、頗る雅が存し－－－しかし、宋元の古い話本は、すでに使われ

尽している。一・その中一つ二つ漏れていた種も溝の粕であり、取るに値するも

のではない）と述べている。凌夢初の言っているように、彼の著した「二拍」

に比べると、『聡世明言』などの作品には随分「雅Jが存在している。これを

見抜いた都賀庭鐘はさすがに「二拍」に関心を示さなかったのである。

が、『拍案驚奇』と同年に出版された『醒世恒言Jも同じような問題を抱え

ていたと思われる。『聡世明言Jや『警世通言』と比べると、『醒世恒言』には

「雅」の要素が含まれる話が少なく、世俗的な「俗」性の強い話が多くなって

いる。「淫欲」の話はもちろんそうであるが、「勧善懲悪」ゃ「英雄男女Jの話

も多くは普通の庶民の生活を描いた「俗」の話であった。また、巻13「勘皮

靴単証二郎神」、巻27「李玉英獄中訴菟巻」、 33「十五貫劇言成巧禍巻」、 34

「一文銭小隙造奇菟」等の裁判の話を見てみると、淫欲で起こった裁判、継母

が子供を虐めて殺し、起こした裁判や、見知らぬ人の死体を利用し、菟罪を引

き起こした裁判が多く見られ、社会の暗い面を暴露している作品が多い。

アメリカの有名な漢学者PatrickHannanは『TheChinese Vernacular Sto-

ry.] （『中国白話小説』）の中で、？ 『醒世恒言Jは前の「二言」（『聡世明言』と

『警世通言.］）と大きく違っていると言っている。その原因は「ある人」が『醒

世恒言』の大部分の作品を執筆したからであり、また、この「ある人」とは窓

夢龍の協力者で、「石点頭」の作者の「浪仙」であると指摘している。Hannan
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氏は、作者が異なっている点に『醒世恒言Jと前の「二言Jの相違の原因を見

ている。が、前に述べたごとく、内容の面から言っても、 『醒世恒言』が前の

「二言Jと違っていることは明らかである。

文人としての都賀庭鐘は、「雅」の要素が薄く、「俗J性の高かった 『醒世恒

言』に関心を示さなかったのも当然のように思われる。彼の選択した作品を見

てみるとわかるように、主人公はほとんど文人である。であるから、文人の登

場が少なく、普通の庶民が主人公の大部分を占めた『醒世恒言Jはあまり彼の

興味をそそらなかったのであろう。

五．都賀庭鐘の創作意識

（ー）素材の選択を左右した都賀庭鐘の特異な夫婦観と女性観

庭鐘は『警世通言』と 『聡世明言』から一篇ずつ「薄情Jの話を取り、 『英

草紙Jの第二篇「黒川源太主山に入ツて道を得たる話Jと第四篇「馬場求馬妻

を沈めて樋口が婿と成る話」に書き変え、また 『警世通言』の「裁判」の話

「三現身包龍図断菟」を取り、第八篇「白水翁が売卜直言奇を示す話」に翻案

した。

「黒川源太主山に入ツて道を得たる話」については、ところどころ庭鐘は原

典を変えているが、彼の言おうとしていることは原典とあまり変わりがない。

それは女性がいかに非情であるかである。夫が死んで、さほど経っていないの

に、深谷はその以前の貞潔や見栄張りを捨て、ほかの男性に惚れてしまう。し

かも、男性から誘われるのではなく、自分のほうから積極的に男性と一緒にな

ろうとする。男性の病気を治すために、死後二十日間余りの夫の脳味噌を出そ

うとしている。

「馬場求馬妻を沈めて樋口が婿と成る話」は、薄情な男を主人公にしている。

この一篇も原典のテーマと変わっていない。乞食出身の妻の身分を嫌がり、身

分の高い人の娘を嫁にしたく、赴任中に妻を河に沈めてしまったという非情な

夫を描き出し、夫婦というものはどうであるべきかと考えさせる作品である。
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「白水翁が売卜直言奇を示す話Jの原典は裁判の話の分類に入れられたが、

⑫ 予
翻案は、裁判の色が薄くなっている。そ」にあるのはやはり占い師の占いを利

用して、自分の夫を殺し、姦通した男と夫婦になった女性の非情であり、残酷

さであった。ほかの男と一緒になるために自分の夫を殺した小瀬は、夫の脳味

噌を取ってほかの男性の病気を治そっとする深谷と同じく、非情で、残酷すぎ

る。

この三つの話は全部夫婦関係の話であり、妻か夫か非情な話であった。夫婦

関係があまり良くない作品がどうも都賀の注目をヲ｜いてしまうようである。そ

こに潜んでいるのは、彼の非情な女と非情な男への榔捻風刺と夫婦関係への不

信であろう。

彼は普通の女性に対して、いいイメージを持っていないようである。中村幸

彦氏は、「庭鐘の二十七篇の小説の中で、普通の女性はみんな姦通するとか、

悪質の一つもしくはいくつかもっている女性であり、真っ当な女性は遊女かお

化けかである。」と言っている？

『英草紙』の中に出てきた遊女の話は「三人の妓女趣を異にして各名を成す

話Jである。これは『聡世明言Jの巻12「衆名妓春風弔柳七Jと『青現高

議』の「王幼玉記」を参考にして翻案したものである。

都賀庭鐘はその三人の姉妹遊女にそれぞれ特徴を持たせている。姉の都産は

広瀬という男を思い、死んだ後、自分の髪を広瀬のところに送り、その家の祖

先の墓のそばに埋めてもらった一途な女性であった。妹の槍垣は身請けされ、

半年も経っていないうちに仮病を使って逃げ出し、また遊女を勤め、遊女の道

を貫いた人である。三女の都路は自分のために死んだ男の仇討をした後、姿を

消してしまった侠気な女性である。この三人の遊女は非情で残忍な人妻の深谷

や小瀬と鮮明な対比をなしている。

中村幸彦氏の言っているように、都賀庭鐘にとって、まともな女性の中に遊

女がいて、普通の女性はいなかった。

「三言」の中には、夫婦が離れ離れになったが、互いを思い、妻が固く操を
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守った話が数少なくなかった。また、『醒世恒言』の中には、難病の夫と離縁

しなく、心を込めて面倒を見、夫が毒を飲んでいるのを見て、自分も飲んでし

まうような一途な女性（巻9「陳多寿生死夫妻」）や、夫の将来を考え、自分

は苦労して夫を出世させた女性の話（巻 19「白玉娘忍苦成夫」）がある。この

ような完壁な夫婦関係の話や、一途な普通の女性の話を都賀庭鐘がー篇も取っ

てなかったのは彼の特異な女性観と夫婦観によったものであろう。彼のこのよ

うな考えが素材の選択に当たり、確実に働いていたのである。

（ニ）都賀庭鐘の政治と歴史ヘ寄せる関心

庭鐘の政治と歴史へ寄せる関心は第一篇の「後醍醐の帝三たび藤房の諌を折

く話」や第三篇の「豊原兼秋音を聴きて国の盛衰を知る話」と第五篇の「紀任

重陰司に至り滞獄を断くる話」に見られる。

(1）「後醍醐の帝三たび藤房の諌めを折く話」の粉本は『警世通言』の「王

安石三難蘇学士Jである。「王安石三難蘇学士jは学問に軽薄な態度を

取る蘇東坂に対して、「人が第一に良いことは謙遜であること」という

ように人間の教育論を述べているが、「後醍醐」は、国をどう治めるべ

きかの治国論の話になっている。

藤房は「帝此の時太平に志怠り給ひ、馬場殿を建て逸遊度なく、女謁盛んに

行はれ、朝野怨を含むもの甚だ多し。近比仏教を信じ給ひ、僧徒また禁宮に出

入するものすくなからず。」というありさまを見て、後醍醐を諌めたが、耳を

貸してくれなかった。

一匹の竜馬が後醍醐に献上されたが、竜馬が出るのは初めてのことなので、

帝はその吉凶を聞く 。他の大臣はみんな帝の機嫌を取り、「吉」と言うが、藤

原はこの馬は良いことに役立たないと言って、「今大乱の後、民費え人苦みて、

天下いまだ安からざるに、人主の誤を正すべき執政もなく、群臣言に阿って、
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国の危きことを申さず、大内裏を造り、馬場殿を建て、民に課役をかけ、震襟

を休め奉りし功臣を賞じ給へども、思賞其の功にあたらず、忠功空しく怨を含

むもの多し。」と切に諌めた。

最後に彼は「治世の期、時ゃんぬるかな。今主上智は奪に用ひ、弁は非を覆

ふに足る。jとついに官をやめ、隠遁した。

この三か所の引用文から、都賀庭鐘の後醍醐の建武政治への批判が窺える。

後醍醐は一国の統治者として、仏教に耽って、民の苦しみを理解せず、豪者に

大内裏を建て、好臣の諮う言葉に耳を傾け、功のある忠臣への賞が適正ではな

いことなどいろいろと致命的な弊害を抱えている。これらが建武政治の失敗に

繋がっていたと庭鐘はこのー篇で、言いたかったのであろう？

原典は政治論歴史論ではなかったが、菊の花が落ちることもあるのを知らな

いところを、藤原の「逃水」を知らないことと書き換えるのに都合がよかった

のである。また、学問の「三難」を忠臣の諌めを「三度折く」に変えようとし

ている意欲から都賀庭鐘の政治への関心が伺える。

が、文中に「八駿」や「沈魚落雁」の学問的な見せびらかしは「街学」⑮の

一面もあり、文章の主題を散漫にしてしまったようにも感じられる。

(2）「豊原兼秋音を聴きて国の盛衰を知る話」は「食伯牙捧琴謝知音」の大

筋を殆どそのままに翻案しているが、文章の初めで、豊原が追放された

後醍醐天皇のことを思い、鳳管を吹くと、久しぶりにいい音色が出た。

彼は「近頃主上聖運を聞かせ給ふことあるべし」と考え、都へ行く途中、

北条氏が滅び、後醍醐天皇が配所から脱け出したことを知った。その後、

後醍醐天皇は再び帝位に付き、建武中興の公家一統の天下となった。こ

こでまず時代を原典の春秋時代を後醍醐天皇の時代に変えて、鳳管の音

色を聞いて「国の盛」を知るという不思議なところを描きだした。これ

は原典には見られなかったところである。
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その次のストーリの発展は、琴についての長い説明、兼秋と時陰が知音にな

って再会を約束することはほぼ原典のままであった。最後のところに「主上御
はで

位に復し給ひてより、仮初御遊琵琶筆などを弾じさせ給ふにも、燕なる曲のみ

造らんと望ませ給ひて、ことしげき世を治め給ふべき君にあらず。是古より伝

へいふ、桑間j僕上の音起りて、国亡びしといふも、此の心なり。久しからずし

て、都もまた一変すべし」とのように述べている。これも原典には見られなか

ったところである。

後醍醐天皇がみだらで派手な曲を望んでいるところから、彼を難しい現在を

治められる統治者ではないと断言している。そして、古くから言われてきた桑

間諜上の音が流行して国が滅んだ話は現在と同じで、間もなく、都もまた変動

することを予測し、音から「国の衰」を聞き取る。

最初の時代設定のところから、都賀庭鐘が後醍醐天皇の建武中興を意識して

いることが窺える。が、物語の展開上において、原典の友情の話をほぼそのま

まに翻案し、最初と最後の部分だけで、国の政治、後醍醐の治国について触れ

ている。文章の大部分は兼秋と時陰の知合い、琴についての説明、約束した再

会の時に、時陰が既に死んでいるのを知って、兼秋が悲しんで琴を切ってしま

ったような筋などによって占められている。ここには、原典の友情論から政治

論・治国論へと変換した時に生じた牽強附会があったと思われる。タイトルの

「音を聞いて国の盛衰を知るJから見れば、「国の盛衰Jに作品の重きを置くべ

きであったが、友情の話と琴についての学問的な見せびらかしが絡み合い、政

治論⑮が弱まってしまったようにも思われる。

(3）第五篇「紀任重陰司に至り滞獄を断くる話」の粉本は『聡世明言Jの

「間陰司司馬貌断獄」である。原典は不遇の文人司馬重湘が地獄に連れ

て行かれ、『漢楚軍談Jの人物を『三国志演義Jの人物に転生させたこ

とによって、三百年も解決しなかった事件を解決した。時代を超えて、

歴史の人物を再生させるこの発想は、庭鐘に刺激を与え、義経などの
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『源平盛衰記』の人物を『太平記』に転生させ？中国の歴史上の人物を

うまく日本の歴史上の人物に置き換え当てはめることができたのである。

主人公の紀任重は司馬重湘と同じく、学才ありながら、不遇な文人である。

地獄に連れて行かれ、百年あまり解決できなかった訴訟を解決した。彼は、安

徳帝の二位尼に対する訴え、義経・範頼が頼朝・大江広元に対しての訴え、畠

山重忠が北条時政・北条政子に対しての訴えを公正に裁き、安徳帝が二位尼に

よって入水させられ、死んだのだと断じ、安徳帝を阿野康子、二位尼を西園寺

実兼の娘と転生させる。また、義経の死が兄頼朝の狭量によることと断じ、義

経を新田義貞、頼朝を護良親王、範頼を楠正成、広元を円心へと転生させる。

重忠は功あって罪全くなく、またその文武二道に達した為政の器があるため、

足利高氏へと転生する。時政は功臣を謀り殺したことによって、北条高時に転

生し、来世一家滅ぶと裁かれ、政子は重忠を謀り殺した罪で、民部卿の局に転

生し、一生志を得ない来世と裁かれた。

原典では、『漢楚軍談』の人物を『三国志演義』の人物に再生させるところ

に、作者の歴史に対する独特の見解が見られるが、そこに日本の歴史を当ては

め、『源平盛衰記』の人物を『太平記Jに再生させるところから庭鐘の歴史に

対する独特な見解も伺える。彼はまず中国の漢の時代の人物を日本の源平時代

の人物に当てはめ、そして、裁判を通して、源平時代の人を南北朝の時代の人

に転生させる。その当てはめ方と公正な裁判から、彼の歴史に対する関心、一

種の歴史を正そうとする考えが見えてくる。

文人としての都賀庭鐘は政治への批判や、自分の歴史観を陳述する際に当っ

て、素材の選択をも慎重に行い、原典に文人が出ている作品を選んでいる。彼

の選んだ蘇学士、食伯牙、司馬重湘の三人は文人であり、また蘇学士と食伯牙

は歴史的人物で、朝廷に仕える身であり、司馬重湘は官職の売買の社会に不満

を抱きながらも、出世できない文人である。

しかし、『醒世恒言Jの中には政治と歴史と関係のある作品は少なく、陪陽

-135-



帝と金海陵のような歴史的人物が出てきたが、これは二人がどのように淫欲を

極めていたかの話であった。また、『醒世恒言』の主人公は普通の庶民が多く、

文人が登場した場合があっても、「才子佳人」のような男女の愛の話や（巻7

「銭秀才錯占鳳風偉」、巻28「呉街内隣船赴約」、巻32「黄秀才得霊玉馬堕」な

ど）、「説教2・仙人になる話」 （巻40「馬当神風送騰王閣」）などに限られる。

これらは庭鐘の政治と歴史観の開陳を発揮するのに全く向かない作品である。

（三）義への追及

『英草紙・序Jに、「此の書義気の重き所を述ぶれば、一・これより義に本づき

義にすすむ事ありて、半夜の鐘声深更を告ぐるの助とならんこと、近路行者・

千里浪子の素心なる哉。」と義気が大事であり、行動が義に基づき、義に志す

事を自分の本心であると述べている。

「義」を『日本国語大辞典』で調べると、七つの意味が載せられているが、

「五常（仁・義・礼・智・信）の一つO 他人に対して守るべき正しい道。物事

の道理にかなっていること。」という意味の「義jが庭鐘の言いたかった

「義Jであろう。

『英草紙』において、「義」が一番強調されているのは第九篇の「高武蔵守贈

を出だして媒をなす話」である。これは『聡世明言』の巻9「装音公義還原

配」を翻案したものであり、高武蔵守師直が召使の勝子を婚約者の額田次郎左

衛門の元に返し、しかも二人のために、結婚式を準備し、額田次郎左衛門を助

け、彼を出世させた話である。粗筋は粉本と少し違うところもあるが、大体は

原典の筋に即している。そこから、他人の善事に助成する高師直の広い心と道

義が読み取れる。高師直が「婦を出だして媒をなすこと」は義に基づいたこと

である。

「後醍醐」では、ほかの大臣が後醍醐天皇の機嫌を取っているが、藤房は臣

下として「義」を果たし、天皇の誤りを正すべく、何度も天皇の不快を買い、

諌めたのであった。藤原の身における「義」は帝に対して「忠」を尽くすこと
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である。

また、 lの「都賀庭鐘の特異な夫婦観と女性観」の中で述べたが、庭鐘の描

いた夫婦はどちらかが非情であり、夫婦の義と信が守られた夫婦関係ではなか

った。反面的な角度からではあるが、読者の反響を呼び、本当の夫婦の「義」

とはどうであるべきかと考えさせる。

彼は人間としての道義、臣が君に対する「義J、夫婦の義などいくつかの面

から義に基づき、義にすすむことは何であろうかと追及していた。

六．まとめ

「三言」の中で、「雅」の話が多く見られる『聡世明言』と『警世通言』から

素材を選び、「俗」の話が多い『醒世恒言』からは何も選択しなかったことか

ら、都賀庭鐘が「三言Jに求めようとしたものが見えてきた。それは通俗話の

中に潜められた「雅」文学である。

庭鐘の取り上げた話「荘子休鼓盆成大道」、「食伯牙捧琴謝知音」、「問陰司司

馬貌断獄J、「裳音公義還原配」、「王安石三難蘇学士」、「三現身包龍図断菟」、

「衆名妓春風弔柳七」の主人公は全て文人であり、しかも、話の時代は春秋戦

国時代が二篇、唐の時代がー篇、漢の時代が一篇、宋の時代が四篇となってい

る。明代に取材した話は一つも取っていないD

尾形仇氏が都賀庭鐘の「三言」についての受容を以下のように述べている？

当代の庶民の意識に立って当代庶民の生活を描いたところに特色のある「三

言二拍」の中から、「間陰司司馬貌断獄」ゃ「王安石三難蘇学士Jなどの歴史

や政治にかかわりの深い話を選んで、（中略）そこには中国白話文学の受容に

おける一つの大きな屈折が考えなければならぬであろう。極端な言いかたをす

れば、明人にあっては現代の庶民小説として創作されたものが、庭鐘において

は士大夫の文学に近い性質を帯びた一種の歴史小説としてうけとめられたのだ

ということになる。

尾形イ力氏は都賀庭鐘が「三言Jを一種の士大夫の歴史小説として受け止めて
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いたと言っている。

「三言」の中から、前の「二言」だけより素材を選び、『醒世恒言』を避けた

理由は、『醒世恒言』は前の「二言jと違い、「雅jの話が少なく、「俗Jの話

が圧倒的に多かったためである。文人意識の高かった彼は「三言」の中にある

「雅」なる話と「俗」なる話をきちんと弁え、素材を選んだのであったD

彼が「薄情」の話を選択し、一途な普通の女性や、仲よき夫婦の話を避けた

のは彼の特異な女性観、夫婦観によるものであり、文人の出てきた話を選んだ

のは歴史や政治へ寄せる関心などによるものであると思われる。『醒世恒言』

の中には、彼らのこれらの創作意識に相応しい素材が殆ど見られなかったので

ある。
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合酎輯要旨

小曽戸明子氏は、 19世紀に出版された一般的書物と『英草紙』とでは、女性観・夫婦観に隔たり

があるのではないかと質問し、発表者は、都賀庭鐘の女性観については今後検討すると回答した。大

高洋司氏が、都賀庭鐘の文人性に反して、翻訳した中国白話小説に俗な部分（俗性）が多くみられる

ことから、彼の翻案姿勢をどのように考えるべきかと問い、発表者は、『日前世明言J、『警世通言』で

は明代の庶民の生活がよく反映されているため、俗な部分が多々みられるが、庭鐘は作品を読む視点

が他者と異なっており、両作中でも文人性が強くみられる部分が翻訳によく表れているので、そこに

庭鐘の文人性がよく表れていると応答した。
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